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水産皮中の魚皮特に鮫革の粗硬な性質を控除せしめ皮革としての係件を一層流足せしめ

る目的で，その糠製経過中に於て最も大きく此の蚊果に関係があると想はれる脱衣･作用に

酵素力を試用するととム，一方繰法に於ても織密で軟柔な製革に適するクローム糠製法を
施すことに就いて研究した。

試料としては先づその硬粒鱗の腕除が相当困難な且つ皮質重厚である大型虎鮫を選び，

叉酵素は最も狸力であると謂はれるサバの内臓左用ひ実職した。

Ｉ・試料調製

１．試料は虎鮫皮（体重９０ｋｇのものを剥皮)，冷凍貯蔵し，適宜解凍し水戻を行ひ，

魚体の各部位巾均一な部位を選びすべて１０×５ｃｍ２の大さに〔体長に垂直な方向にﾉ切り，

更に之を対照試料を取るために常に縦に二分と行い１０×2.5ｃｍ３の２試料とした。

２．脱鱗試料の生皮は脱鱗前処理として予め飽和食塩水に２時間余浸潰し，狸峻使用

の脱鱗時に於ける醗膨化を防止し得る様手当したる後塩峻（3Ｎ)一食塩飽和溶中に投入

して約２０分を経て引揚ぐ。之逓更に鈍器を用い鱗面を擦り腕鱗を完了す。以下脱酸，水

洗をなす。脆酸時にも尚雌膨化を防止するため脱水用として食塩水注用い酸琵稀釈した後
更に炭酸曹達で中和して水洗した。之を石荻漬に進めた。

３。酵素液はサバの胃壁及び幽門垂を各尾より採り此の原料１ｋｇに対して水２ｋｇを

加え之に塩酸を以てｐＨ４とだし，更にトルオール１％量ｒ３０ｇ）を添加した。而して

予備冷蔵室（８．１５.Ｃｊに貯蔵して３週間熟成せしめたものを実強の都度稀釈しｐＨ詮測
定して用ふ。

、使用酵素量の測定

上記酵素液につき「酵素量単位を１９叉は１ｃｃの酵素試料が１９のカゼインを40.C’

１時間にて完全に消化したるときその試料の蛋白分解酵素量を１００とす」に従い0.1％カ
ゼイン溶液５ｃｃに対して各稀釈別酵素液を用いて測定し第１表の結果を得た。

Ｉ
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第１表鯖内臓酵素の消化力

作用時間

(500倍稀釈液，40.Ｃ，ｐＨ６．０）
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第２表生皮及脱鱗皮の石灰漬重量変化（ｐＨ１２虎鮫）
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3．８１３．８１３．８１４．０１３．８１３．６１３．４

（試料大さ５ｃｍ２，数字Ａ部は試料１０枚の平均:量，Ｂ部は６枚の平均量，液温２７～

31.Ｃ）

試料Ａ組.の経過：４日日に最高膨化を束し以後漸減した。その減量は皮質の分解落出

に基くものと考え，最高膨化以前の３日間を以て脱衣を行ふが適当として取扱った。

試料Ｂ組は弧酸による晩鱗の経過を持ってゐるからＡ組生皮と異り石次潰２日目に

既に最高量を示し以後膨化を経続し遂に漸減する。脱隣皮が石灰漬直後念に膨化するのは

浸漬日数’０１２時間’１１２１３１４１５１６１７

（本酵素液はトリプシン左相当含んでいると予想して実駒に用いた)。

４．生皮の秤量生皮の秤量は切取りたる試料に漁紙を充分に用いて水を除き更に手

にて歴しても水分が鯵出せざるを度として行った。石灰皮，脱衣皮共に同様処理せり１

１１．実験前処理

、１．石次漬の適度測定

脱衣‘作用に前記酵素を用いるためにはその前処理に属する石友漬につき予め測定をする

要ありと認め，液温，浸漬時間による主として生皮石次漬中の重量変化在求め，且つ変質

はその感鯛，外観を以てし，試料への石友漬適度測定の資とした。

固より石次漬中，試料に対する作用の緩急，分解溶出量の多少は液温が最も関係する。

叉鮫生皮と雌その種類別により異り，同一魚でもその体部位によって相当異る峡況を示す

ことは既知のことであるが，特に本実験用の生皮は脱鱗のために既に弧酸処理を経ている

ものであるから，仮令脱酸は行ったものＬ当然軍なる生皮とは著しく異った重量変化を示

す（第２表）



生

８１

次漬後生皮

(1)脱鱗により上皮からの石次の浸透も多少は容易になり得たこととも想像されるが（２）

脱隣時使用した食塩の脱水牧縮蚊力が未だ残って居たのが急激に消滅する結果の塩基性膨

牝現象とも，（３）脱鱗処理が一種の酸繰製の蚊果を致した変質に基くとの此の三点が思考

されるが審かでない。

併し此際脆鱗生皮も亦生皮同様に最高膨化量の直前である２日間が好適ならずやと考え

た。勿論此点は更に脆次試駒後の結果にも徴してみた。尚鮫の種類によっても相当石友漬

による経過が異ることは第３表の通りである。

第３表鮫生皮の石次漬に於ける重量変化

石灰漬により増
加せるＣａ量
生皮１９当ｍ９

試料番号Ｉ

１水皮享量

０１１１２１３１４１５１６１７

越智一魚皮繰製の脆友剤に魚類酵素を用いる研究

(1)

皮(易)｜(制溺｜蒜｜淵淵｜〔謡|灘|瀬弓｜生

8.7

8.6

1２．４

９．６

８．９
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９
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７
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(2)

Ｃａ量
Ｉｎｇ

６．８

７－０

７．２

６．９

術｜生皮(易)｜(,:６?’（器|(,淵(,鰯|(紬|(,湯|(,謡|(,話

氷皮１９当
Ｃａ量、９

Ｃａ量
ｍｇ

ａ２

８．６

７．８

７．４8.7

2.2(2)＝(1)

ジ｜暁鱗皮(易)｜(品|(,矧(,謡｜(,霧｜(,諾｜(,諾｜(,諾｜(,謡

（各試料の重量は１０枚分平均，液温25～30.Ｃ）即ちヨシキリは頗る分解し易く，ヤジ

は１０日間産経過するも尚試料たり得る程度であった。何れにしても生皮と脱鱗皮との対

比重量変化は全く第２表の本試料用とすべきものと一致した蝋傾向を示す。

２．石灰漬によるＣａの吸着量

脱友の目的が軍に生皮中に吸着されたＣａ量の脱除のみが目的でないとは明かであるが

一応石灰漬に依り今次生皮中に吸着せられたＣａ,量の測定は使用酵素の敏果を見る対象と

して必要である。

第４表生皮及石友漬皮中のＣａ量(・虎鮫）

試料面積２ｼ5×5.0ｃｍ２，石次漬４７時間，液温３０°Ｃ』
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試料は有鱗生皮を用い和隣接部詮切半し，一つは生皮固有のＣａ量を他は石灰漬後生皮

中のＣａ量遼定量せし結果は第４表である。

即ち生皮固有のＣａ量はその１９当７ｍｇ見当である結果を得たが，之は主として硬

粒鱗の主成分たる燐酸石荻と関係ある量と考えられる。従て魚体部位により皮層の厚薄に

伴い１ｇ当の量は祁当変る筈であるから此際は寧ろ試料の表面積による１ｃｍ翌当の量(7.7

ｍｇ/2.5×5.0cm2）0.61ｍｇと示す方が脱鱗処理時のＣａ蒋解用としての用駿量決定等

の上からより適当ではないかと考えた。

叉石次漬約２日間にして生皮１ｇ当のＣａ平均吸着量が２ｍｇ見当（CaOとして

2.8ｍｇ）であることは酵素使用脱衣後の対照基数として参考にした。

ｍ・脱衣剤として酵素使用の蚊果

１．脱衣剛塩化アンモニヤ，同酵素液使用による含有Ｃａ量の脱衣蚊果の対比試験

脱荻剤としては種友あり，殊に薬剤にては酷･酸アンモニヤ等の有機鮫アンモニヤ塩類は

成績も亦良好とされているが現在尚広く使用せら肌てゐるものは壌化アンモニヤであるか

ら今次対照試臓用としては之を用いることにした。

（１）試料は虎鮫水皮，試料調製の項に準ず。．

（２）石荻漬は48時間，液温28～30.Ｃにて維了し後軽く水洗を行い脱荻操作に移した。

（３）脱衣用塩化アンモニヤは（CaO100gに対し１９１９の起算から）２％溶液として

500CCを用い，之に供試料全部を同時浸漬し室温（30°Ｃ前後）４時間の処理をした。

（４）脱衣用酵素液は之遂１/10～1/500の稀釈液の６種とし，夫汽２００ｃｃ宛を各試

料に充て消化時間４時間，温度39.C，ｐＨ６．６～7.0にて処理しその両端４種につき定量

した。

第５表脱荻せる生皮中のＣａ含有量

塩化アンモニヤ腕灰分（１） 酵素液暁灰分（２）｜永皮１９

試料番号|水皮重量
雲腿|誉膳|呼隠|勢|饗

空f－Ｃａ

(1)一(2)
ｍ９

エ’７．５１２１９．０１１２．０１７．７１１/1０１７．２１９．３１２－７

:｜黒｜：｜：:’1龍｜蕊’3::０１認｜Ｗ穏
６１８．４１２１８．２１９．７１９．２１〃１/5００１７．６１８．２１０．５

平均 10.2 9．２１１．０

上表結股では塩化アンモニヤの脱衣よりも酵素液による脱衣の方が其の蚊果は通じて良

好であることを示し，併も酵素液の濃度に比例することが認められる。

而して此のＣａ量は勿論生皮固有量をも含む量である。故に石友漬で吸着したＣａ量は
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塩化アンモニヤによる脱衣後に於ても尚Ｃａの残量は水皮１９当２．５ｍｇ(10.2-7.7（第

４表)）であり，酵素液による脱次後残量は同様１．５ｍｇ（9.2-7.7）となる。

従て単に数字上についてのみ計算するとＣａの晩除量は塩化アンモニヤ使用に対する酵

素使用の敷果は３：５となる。

故に生皮に吸着されたＣａ量はその全部を脆除することは困難なことを示してゐる，此

点は弱性脱衣綾の作用蚊果と似たものと思ふ°

叉綾上の酵素液による脱衣敷果はその反面皮質主成分コラーゲン等の消耗詮増して来る

筈で塩化アンモニヤ脱衣皮との差異が認められねばならぬと考へ，同上試料について次の
甥’

第６表の様に各処理後の重量比を求めた。

（又上表酵素１/10稀釈液が多少成績が不良なのは該液は濃厚に過ぎて酵素液自体の活性

がその限度に達していないためではないかと思考している。以下の実験結果に徴しても斯

る傾向が和次で窺はれる）

第６表水皮より脱次後に到る迄の重量変化

％ｌＲｌ％
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試
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即ち上表は粗秤量ではあるが酵素による脱衣皮は塩化アンモニヤによる脱衣皮よりも平均

5.6％少量を示している。

従て之は当然繰製後に於て革の厚度，張力等に影響遼及ぼす筈であらう。

２．繰製後に於ける脱荻測別成績比較

以上にて酵素と塩化アンモニヤ達夫ﾉ量r使用した脱衣成績について比較測定をしたが更に

之が繰製後即ち皮革となったときの結果について比較検討を要することは当然であらう。

従て下記諸点につき脱衣剛別各試料を夫友撰製した革につき測定した。

（１）革の耐・熱牧縮度及びク混一ニム吸着量。

（２）張力，伸張度及び厚度，（３）皮革歩留及び其他皮革催件について。
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Ａ、僻素脱次１２時間の鮫革について

（１）試料既述に準じ脱鱗，水皮平均重量約７９のもの４組（対照試料を含め）計８枚，

石友漬50時間，同液温２６．３０°Ｃにて処理す。

（２）脱衣用酵素液は1/２０‐1/200迄の４種稀釈液を各100cc宛川いｐＨ６．２７．０，１２時

間３５｡Ｃで処理した。

（３）対照試料には塩化アンモニヤ２％液500CCと用い全試料同時投入，処理時間群素

液の場合と同様，液温は室温,(30.Ｃ前後)。

（４）浸酸法は後述実醗後処理１に準-歩但し此のときの添加食塩量は５％で１日間度漬
叫

後３|場て10il寺間懸垂す。

（５）糠夜も後述実験後処理２に準ず該液に浸漬12日間（液温室温）以後中和し少量加

脂して媒了す（仕上げせず）

ａ，耐・熱牧縮温度

実鹸後処理３に準じ行った結果は次表の通りである。

第７表．耐熱牧縮温度（｡C）

試料番号 ２１３１４1試料番号’１１２１３
稀騨庇

酵素使用分

塩化アンモニヤ
‘使用分

Ｅ

１/２０１:'/5０
９４１９０

１

９６１９６
Ｕ

1/100 1/200

９８ 9８

９６ 9６

右表は酵素脆次処理時間長きに失し

たる結果糠製成績は多も少低下したこ

とを示すと思ふ.､筒他種類の皮革の

耐熱度と照合するために次表な示す

市｜ク戸一ム牛’’00以上｜試｜ク雇一ム山羊’'00以上｜ク渥一ム鮭’７６

販〃９２製〃兎皮革７８〃うつぼ８２
皮〃９０皮〃鯨８０〃青鮫９４
革〃８２革〃海豹７９〃８６
.Ｃヌンニソ鮫100以上ｏＣ〃６８

〃 8４
〃やじ鮫’９６

即ち上表に徴し試料は何れもクローム縁製完了せるものと認め得る。

ｂ，張力，伸張度及び厚度

練了試料･につき実臓後処理４に依り測定し各単位に換算，更に百分比を併せ記せば第８
表の通りである。
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第８表１２時間脱衣のクローム鮫革

2５１２１

以上の結果では

（１）酵素液脆友時間長過ぎたため皮質内容の分解溶失著し〈，ために厚度は塩分アン

モニヤ脱荻皮に比して42％の減少注示しあり。従て張力も亦平均21％に低下し用をなさざ

る不良革とす。斯る革の'性質として伸張度丈けは徒らに増大する。

（２）叉その張力，厚度も使用酵素の濃度に比例して減少す。

（３）外観及び感鯛は上皮面（銀面に相当）は酵素使用分は明かにクローム固有の青藍

色が一般と淡色で，柔軟伸展性に富むが極めて弾性に乏しい所謂紙の如く革の充実を欠い

でいる。

Ｂ，僻素脱衣６時間の鮫革について

（１）試料既述通ｐ脱鱗，１２組.（対照試料を含む）２４枚，石次漬40時間，同液温g5oC

にて処理す。

（２）使用酵素液は1/１０－１/500の6種の稀釈液を各100cc宛l甘い，ｐＨ６．２－７．０，６時

間，３５°Ｃで処理した。

（３）対照試料には塩化アンモニヤ２％液迩１Ｌ(Ａ)と同様に使用す。

（４）浸酸法及び撰製な共に後述実駁後処理１及び２に準ず。但し燕製時間は36時間に

て維了せしむ。

ａ，耐熱牧縮温度（｡Ｃ）

第９表

一一＝

酵素使用分
９８

１００

貴’2681’

2．３１７２１５１１．７１６３１１８１１５

9８

９８

試 塩化アンモニヤ腕灰分 酵
素
稀
嘩

酵素暁次分

劉唾垂

1/500

100

９８

張力｜厚度｜張力/Cｍ２ 伸張度|張力｜厚度｜張力/Cｍ２

1/200

９６

１００

８
８
８
８

９
９
９
９

皿
一
記
銘
一
兜
記

卿
一
皿
妬
一
銘
銘

1/1０

号ｌＣｍｌ％ｌｋｇｌｍｍｌ％ｌｋｇ１％ Ｃｍ１％ｌＫｇｌｍｍｌ％ｌＫｇ１％

９４

１００

１１３．２１１００１４８１２．７１ユ0０１１１７１１００

9６

９６

２１２．９１〃’４６１２－６１〃’１３０１１〃 3-0’１０３１６１１－６１６１１２４１１８

３１２．３１〃’４６１２．５１〃’１２１１〃 2．４１１０４１６１１．６１６４１２５１２１

４１２．３１〃’４１１２．９１〃’９５１〃 2－８１１２１１７１１．３１４４１３２１３４

''261両|－

５１６

稀繰度

越智一魚皮螺製の脱次剤に魚類酵素を用いる研究

４

塩化アンモニヤ

使 用

３１１２
右表に於て100.Ｃと

示せるはＢ・Ｐ、98.Ｃ

にても変化なき耐・熱

度である。本結果は

前実駒Ａに比して遥

かに良好順調である

試料番号
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〃’１６６

之は石荻漬が前試料より10時間短かかったこと及び特に酵素による脱衣時間を半減の６時

間としたこと以外に処理上の差異はなかった｡即ち此の擬製度合は両者共差等をつけ難い。

ｂ，張力，伸張度及び厚度

媒了試料各友につき実駒後処理４に‘依り測定せる結は前Ａのｂと同様である。！

鮒10表６時間晩次のクローム鮫皮

3．９１１１５１１１－７１８９１１５７１９５

３．３１１２２１４１１１－６１８９１ユ7６１９０

'001

3．５１１５９１３３１１．６１８９１１３５１８５

100

〃

〃

〃

〃

〃

塩化アソモーヤ晩次分 酵素暁次分
試
料
番
号
－
１
２
３
４
５
６
－
唾

lOO

〃

〃

〃

〃

〃

１
１
１
１
１
１

酵
素
稀
淫
一
ｍ
伽
卸
仰
伽
卸

０
０
０

度 張力｜厚度｜張力/Cｍ２ 伸張度|張力｜厚度｜張力/Cｍ２仲 張

3.4

３
７
７
３
８
６

●
●
。
宇
曲
■

１
１
１
１
１
１

８
６
０
３
３
８

２
３
３
３
３
４

’ Ｃｍ１％｜ｋｇｌｍｍ１％｜ｋ９１％kｇｌｍｍ k９１％Ｃｍ ％％

（１）張力は酵素使用晩次皮は塩化アンモニヤ脱荻皮に比し総平均94％に減じ，之を細

分検察すれば酵素液濃厚なるもの程張力低下の傾向は当然だと思ふが意外にも稀燕濃度の

もの入敏果も濃度以上に認められるのは酵素力と使用時間に未だ研究余地があるところと

想ふ。

（２）伸張度は反対に酵素脱衣皮の方が15～20％増大を示している。之は革の柔軟性が

相当増したことにはなるが一律に良い結果とは言へない。

（３）厚度は酵素脱衣皮の方は縄zF均96％で（103％の平均量は不審に属する）一般に

明かに薄くなったと直感し，酵素の消化力は充分認め得る。

（４）革のクローム色度も酵素濃度高きもの程淡色の‘傾向であった。’

（５）以上の如く優劣がある程度認められるが皮革としては酵素液1/５０，１/100のもの

左用いたものは塩化アンモニヤ脱荻皮よりも明かに良い成績のものと外観，感鯛的にも判

断したが1/１０，１/20のものは〃腰がなく〃脆弱感左伴い1/200,1/500のものは厚度等には

変化ある測定数と示したが実物についての差異は認め難かった。’

〃 9３152〃’’３．７１１２２１１１．６163

５
３
８
９
０
９

５
５
３
４
４
４

lOC

〃

〃

〃

〃

〃

2．８１９３１４８１２０１９６１１１６０１９３１
８
８
４
５
９

●
？
●
砂
◆
●

２
１
１
２
１
１

２
６
９
６
５
６

７
９
３
３
７
７

１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６

却
率
準
諏
犯
率
一
懇

８７

１００

１１３

０
８
６
０
８
５

句
の
亭
句
ゆ
。

３
４
３
３
３
３

1/10

1/20

1/50

1/１００

１/200

1/500

９９

９７

９０

８８

８７

１００

3．９１１０５１４０１２．１１８８１１２６１９７

3．５１１２５１３７１１．５１１００１１６７１９５

２．６１１００１３８１１-４１７４１１７８１１０１

８６

８
５
８
４
２
０

４
．
４
３
６
２
０

１
１
１
１
１
２

100

126

106

120

〃 〃

100

〃

〃

〃

〃

〃

3.0

3-8

５
７
５
３
６
６

●
●
●
Ｃ
●
①

１
１
１
－
１
１
１

１．５１〃

2.8

平均’３．０ 1031

2-5

“
銅
師
部
“
皿

１
１
１
１
１
２ 蕊

10Ｃ

〃

〃

〃

〃

〃
u31
1001

2.5

10Ｃ

〃

〃

〃

〃

〃

詑
記
託
諏
詔
卿
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１
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７
９
０
０
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１
１
１
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2．７１８７１２２２

Ｃ，酵素脱次４時間の鮫革について

（１）試料は魚体の虹''１]部以下の重厚皮質部を選び背，中，腹部より夫友採り18組（対

照試料を含め）３６枚，何れも晩鱗後石荻漬36時間，液温30°Ｃ前後で処理した。

（２）使用酵素液濃度はＢの場合と同様に６種としてｐＨ7.0～７．８，４時間，40.Ｃで処

理す。

（３）対照試料には塩化アンモニヤ2％液を用いたとと前と同じく4時間室温処理注なす

（４）浸|駿法及び螺製法は共に之も前同様とす。但し浸I鞍を24時間実施して引揚げ予備

冷蔵室内に１夜懸垂した。繰製は４日間行ふ。．

ａ，耐熱牧縮温度

36試料全部その耐熱度は沸騰点に達するも牧縮せう示従て何れも100.Ｃ以上充分のものと認

めた｡(併も後記クローム吸着量測定の結果に徴して何れも同等と思惟す）

ｂ，張力，伸張度及び厚度．

練了試料各友につき前記同牒に測定す。

第、表４時間脱衣のクローム鮫革

闘
喝
、
Ⅳ
理
舵

１
１
１
１
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l/10

1/20

1/50

1/100

1/200

1/500

100

〃

〃

〃

〃

〃

１
８
５
７
２
０

●
◆
年
ｅ
●
●

４
３
３
３
４
４

３．４１〃’２５６１〃’’４．０

酵素脱次分

1０５１８７

塩化アンモニヤ腕灰分
試
料
番
号
－
１
２
３
４
５
石
一
癌

1051153

１
２
３
４
５
６
｜
癌

7７１１０８

張力｜張力｜厚度｜張力/Cｍ２伸

６
６
６
７
２
６

５
９
３
３
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１
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1/5009８
10512564．２１１０５１１６６１４．３〃’１６２１４．１１〃’２６２１〃
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上記結果につき

（１）張力は酵素脱荻皮は塩化アンモニヤ脱友皮に比し総平均９６％に減じているが，

1/100～１/500稀釈液に依れるものはその減量は極めて僅少２％に達しない（前６時間脱

次の成績は５％減であった）

（２ノ伸張度は塩化アンモニヤ脱衣皮に対して10％減の細平均91％を示し前実職に於て

坤大を表した結果とは反対現象で硬度を保有していると老へた。

（３）厚度は酵素脱衣皮は細平均92％を示し前実聡の96％に比し４％低位である。，

（４）特に酵素脱衣皮の上皮面（銀面）は滑沢を欠ぐと雌順調な淡クローム色を呈し，

弾性は剛直でなく柔軟性を有することは従前試料に比し良好であると思った。

（５）以上に於て酵素作用がその至適温度，ｐＨ等に近づいたため，その界面に於ける

消化作用も短時間に拘らず促進せられたと老へるとと及皮質惟件（主として弾力讃維によ

る張力ノに関系少き細胞間を充填する可溶性成分の喪失は脱友作用開始後比較的速かに行

はれるものと想像される。

（６）クローム吸着量について、

尚クローム吸着量の概量差を求めるためズ比色計逓用い使用後の練液示数を１００とし，ク

ローム原液の対比示数を求めた。

試料番号’１１２１１３１４

（１）

(２）

緋溌統ﾔｌ６ａ２１６ａＯｌ６ａＯ’6忽７晩次皮Ｉ

酵素腕灰皮に対l6a7167β’68隻０１６８〃し

５１６

62.1163.0

67.7168.0

平均

６３．０

68.1

即ち上表では糠製クロームの吸着量は酵素脱衣皮の方が平均約５％の低位註示している。

而して使用練液は0.3％（Cr203〕溶液として200cc宛を用いたのであるから

暁次処理別ク芦一ム｜吸着量ZF均 算 出経過

塩化アンモニヤ分’０．４１１９ 0.39×2-0.39×63.0/100
(１）

同上水皮１９当’１１．４ｍ９ 0.4119/3６

酵素分 0．３９６９ 0.39×2-0.39×68.1/100

(２）

同上水皮１９当’１１．０ｍｇ 0.356/3６

(1)一（２） ０．０１５９

(３）

同上水皮１９当’０．４ｍｇ

0.3％量のCr203が確実であった場合平均15ｍｇ丈け酵素脆次皮は少量の吸着をしたこと
句

に蔵る。而して之遂更に試料水皮重量当に換算すれば（上表)，
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ｉ試料水皮重量は平均12ｇにしてその３枚計平均369を200cc繰液中に投入す。

従て水皮１９当吸着量は(1)塩化アンモニヤ脱荻皮11.4ｍｇ，（２）酵素脆次皮11.0ｍｇと算

出せられ０．４ｍｇ丈け(2)の吸着量は少いととになる。

五次に第６表の通り水皮より脆次後に到る迄の重量変化は３．４％量酵素脱衣皮は多く

減耗している。此の結果と綜合せしむれば0.3969/36×(100-3.4)＝11.4ｍｇと概算し得

る如く，実際は両種脱次皮共そのクローム吸着量には差異芯きものと看倣し得ぺし,(水皮

の秤量が困難であるためクロームの含有量を定量し比較することも従て困難とされる）之

は叉第８，１０，１１表の厚度に於て約８％減量せるとと及耐熱度が同様100.Ｃ以上あったこ

とにもよく附会すると老へた。

ｉｉｉグロームの浸潤吸着の状況

クローム繰液の特徴として皮は多少牧縮する。鮫皮の場合上皮よりも肉面に著しい傾向を

呈するのはその浸潤による吸着が上皮屑（鱗の有無に関せず）からは困難で員皮よりの吸

着が旺盛に行はjれ,るからだと思はれる。即ち騨製途中の皮の切断面を観るとき上皮及その

上皮下が最も遅きこと（之は染色に当っても同様ノが明かに判明し結局は組織密なる上皮

屑吸着量は少<なる筈であるし牧獄現象が上皮には影響が少いためだと考ふ。

ｉｖ虎鮫皮ククローム繰製による歩留

試料水皮（魚体背部の最重厚部ノを有鱗のまユ1.5×10.0ｃｍ2に探り之を石次漬（48時間）

後脱次に酵素液を用い（４時間，40.C，ｐＨ７．０～7.8),た後クローム繰製（Cr203,3％溶

液として２週間浸漬）した。

その水皮に対する歩留は下表の如くであった。

試料番号’１１２１３１４１５１６

酵素稀程’１/１０１１/２０１１/５０１１/１００１１/２００１１/500

水皮重量ｇｌｌ１．３１１１．４１１１．３１１１．３１：ｕ､４１１１．３

製革重量９１４．２０１４．４５１４．４５１４.3５１４．６０１４．８２

歩留％’３７．２１３８．１１３９．３１３８．５１４０．１１４２．６

即ち有鱗水皮に対し約40％留となる。而して上表は当然酵素液濃厚な程牧量が減少を束し

ていることは欽上実験結果と一致する。

（但し皮革としての像,件は斯る厚革に於ては試料恭・号1.2及び３が良好であると思った｡）

ｖ鯖内臓酵素淀脱Z欠剛に使用する適量

脱友剤としての使用適量を含有Ca量（CaO童(Ca量×1.4)にて示す）を中和するに要する

酸及塩類について算出するのであるが，特にこ》Kにては以上に供試せる畔素液と試料皮の

関係から算出することにした。
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ｉ各種稀釈酵素液100cc，ｉｉ水皮369（平均129のもの３枚分),iii以上にて試料に対

する各酵素液量は約３倍に相当する。

尚本酵素液100ｃｃ中の固形物量は3.25889と秤量した。

酵素稀嘩液’１/1０１１/2０

露謙膿劉ｑ３２５１０ﾕ6３
動離捲ｌｑ９０３１ｑ４５’

1/５０１１/100

0．０６５１０．０３２

０．１８０１０.ＣＳＯ

1/200１/500

0.016０．００６

０．０４５０．０１８

以上を市販の含弧力酵素脱衣剛（陸産動物臓器酵素に主として塩化アンモニヤを混和ぜ

るもので通常用いらる）オロポン（Oroponﾉ，エロヂン（Erodin）は水皮重量に対し，

0.4～0.8％（32～38°Ｃ，４～12時間）とされているものと比較すれば，上表鯖内臓酵素は

更に精製等の要ありと雌概略（魚類酵素在して斯る比較の実は意いが）その使用％につい

ては1/20稀釈液程度でも充分該当するのではないかと想像される。尤も本実験にては1/50

1/100のものが成績良好であったことに或程度適合するのは普通オロポン２に対し塩化ア

ンモニヤ1～２を併せ用いることも行はれているのである。

斯る点は蒋来酵素の抽出精製と混和剛の配合等につき魚酵素脱衣剛としての別途研究と

要するものと思ふ。

ｖｉ実験後処理

１，浸i峻液について

普通クローム糠製には硫酸叉は塩酸による浸|駿操作駐前処理とするが予備実験の結果，本

実験の試料は既に弧酸処理による脱鱗生皮であるから１％加里明禁－７％食塩溶液を生皮

重量の２倍量用い複合繰法に似た浸酸法駈実施した（食塩量は５％にて可であるが７％が

安全と認めた）

２，撰製クローム液について

重クローム酸加里の硫酸水溶液を次亜硫酸曹達で還元した一浴式クローム原液を作り之を

稀釈して用いた。使用濃度は何れもCr20s含有量0.3％溶液に稀釈して使用液量生皮重量

に対し３倍量に対して３％の食塩を加へ糠液とした｡(尤も糠液濃度は獣皮の場合には普通

0.5％溶液が用いられるが本実験試料は幌製前に弧i腰処理，明難浸酸を経ていたから以上

にて充分糠製し得た）韓製後の酸中和には棚砂を適宜用い（本来生皮重量に対し２～３％）

長時間に亘り少量宛注加して遂に繰液に白濁を生じて練製力が停止するまで行い完了し，

少量のカストール油を加脂して繰了試料とした。

３．耐熱牧縮温度の測定について

主に試料韓製の程度淀察知するためと，皮質へのクローム吸着（各種説あり）量に関係す
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るといふ読に従い試料の薄芹遼水中で加熱し先づ熱変化の脱水による硬化捲縮を開始する

ときの温度を求めた。特に本試料に於けるクrヱーム糠製の場合はＢＰｏ以上は測定出来なか

ったが100.Ｃ以上ならば申分なく80°Ｃ以上あれば革として差支へ港いと云ふ一般の降件に
多

従った。

その篠製途中に於ても測定したがその温度は次表の通り変化する。

一/蝿諦浸

結言

ユ．魚類酵素により脱衣処理した後繰製したものと，塩化アンモニヤで脱次後糠製をし

た革との総平均成績を脱衣処理時間別に分ち比較対照すると次表となる｡(但し塩化アンモ

ニヤ暁荻皮を１００として）

９１

①

叉張力の低下と同率に厚度が減少すべしと老へたが実際の測定結果では６時間の処理ま

では両者並行の減少をみるが12時間に到っては張力に対し２対１の減少度を示した。即ち

張力（張力繊維）に関興少き皮質内容が脱衣中に相当消化溶出するものと老へられること

及び皮質コラーケン等が弧酸又は弧塩基中に於て長時間処理をなさば低温にてもよく加水

分解をするとの説の如く既に本試料が脱鱗時に短時間と雌弧I峻処理を行へる経過にも関係

４．張力，伸張度及び厚度測定について

張力測定にはヤーンテスターを用いた。試料は図示の寸法に探り切断予定部⑦幅を1.5ｃｍ

とした。（第１図)。切断時の数字を張力（kg）とし，尚厚度はマイクロメーター左用い夫

女の張力を切断面積cm2当に換算表示した｡伸張度は切断時に到る迄の革５ｃｍ当の仲脹

をそのま上示した。而して何れも塩化アンモニヤ脱衣試料と対比せしむるため之を’００と

する比数遼酵素脱荻試料に附記した。

に二了鯨も請う'一一

厚度％’９１．４１９５．７１５８．１

Ｔ
ｌ
蝿
１
１

第１図 Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
上

－Tー

総平均

張力％’９６．０１９４．０１２１．３

伸張力％’９１．４１１１９．１１９８．０

即ち何れも塩化アンモニヤ処理皮よりは低位に

届する。殊に張力は作用時間の長きに伴い著し

く低下するが，伸張度は大いなる減少をせす中

には増加の場合も生じた。

時間別
〆

４１６１１２
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ｇ

あるものと考へる。

、2．酵素使用の脆次時間は本実鹸に於ては４時間の場合が，叉温度は40.Ｃがそれ以下よ

り好結果であり，ｐＨは６．２～７．０よりは7.0～7.8の方が特に著しい作用をなしたと老へる。

(諸説ではｐＨの影響はペプシンにあっては１．７－－２．０に於て最高蚊果を示し，同様にトリ

プシンにては７．５～8.5と述べられてもあるが，是等に従へぱ本実験では後者の成績に鯛れ

か上ったとも考へている）

次に使用酵素稀釈別の試料に対する成績は全般詮通じて1/50及び1/100の場合のものが

塩化アンモニヤ脱衣皮と大差蔵く併も酵素利用の効を致しているものと判断し，一方市販

弧力含酵素脱衣剤に比するときは1/2０（含有固形物量0.45％）のもの芯らぱ充分匹適し得

る酵素力ありと考ふ。

向後は以上のほかに中性塩の存在が酵素作用を促進する現象ありと説かれるところ逓も

併せ研究したい。

３．鯖の内臓（胃壁及幽門垂)酵素は相当活力弧きものであること（鮮魚時自己消化の

弧烈）が本実駒で良く判明した。従て本酵素剤と蕊荊を合せたならば一般使用に適する脆

次剤が調製せられると思ふｏ

４．然して斯く酵素による脆次を行へ共吸着Ｃａ量の全部は脆除されず尚和当量の残留

結着が認められる。即ち脱衣目的が単にＣａの中和脱除に止らず同時に皮質をして撰製へ

の前提,降件を整えるためであることが領かれると共に酵素･作用は特に弾力繊維の軟柔化に

役立ち塩化アンモニヤ使用よりも此の両点に於て勝れた敷果を致し得ぺし。

５．篠剛クロームの吸着成績は意外にも両者殆ど同様と考える。叉クローム繰製は多少

繁煩に渉るが鮫皮にも充分実施し得て耐熱性も張力をも具備し得る｡(尚浸酸法には明熱を

用ふるが可と考ふ）

６．革の僚件としては酵素脱衣によるものは低稀釈液を用いたものに於ても遥かに塩化

アンモニヤ脱次のものより優れていると思ふ。但し銀面‘保持のため脱鱗には一層の研究注

要すると老へる。

畢党本実鹸により魚皮凝製に魚類内臓酵素を用いるときは皮革としての内容，係件逓一

層向上助長し得ること及び生魚に対する製造処理への示唆を得た。

ＲｅｓＵｍｅ

Ｉｔｈａｓｂｅｅｎｋｎｏｗｎｗｉｄｅｌｙｔｈａｔｔｈｅａｑｕaticanimalleatherismorehardthan

thatofterrestrial．
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enzyme-concentration，treating-timesandtemperature・
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